
月7日のパレスチナのイスラム組織
「ハマス」によるイスラエルの民間

人の殺傷と拉致は、パレスチナ人の自治領ガ
ザ地区へのイスラエル軍の大規模な攻撃とな
り、一般市民の殺傷と破壊が続いています。

　イスラエル軍は、ガザ地区住民の退去を求
め、地上侵攻を準備しており、アメリカのバ
イデン大統領やブリンケン国務長官も、イス
ラエルを支持し、これを止めようとはしてい
ません。もし、地上侵攻が強行されるならガ
ザ地区は人道上許されない惨劇の場となりか
ねません。 パレスチナでの、暴力の悪循環に終

止符を打ち、中東に平和と正義を実
現するために、すべての当事者に武
力行動をやめさせ、ガザ地区の封鎖
を解き、人道支援を実現しましょう。

　国連の安保理事会では、ブラジル政府が人
道支援のために武力行動の一時停止を緊急に
提案し、12カ国が賛成しましたがただ一国、
アメリカだけの拒否権で否決されました（棄
権２）。

　事態の発端となったイスラエルによる一般
市民への攻撃、殺傷、拉致は、国際人道法に
照らしても許されない行為です。同時に、も
ともと国連決議でもパレスチナの地とされ、
200万余の人々の命と暮しを危うくする地上
侵攻は、絶対にやめさせ、封鎖を解かせなけ
ればなりません。

　世界でも今、国連をはじめ多くの国の政府
と市民が、イスラエルに攻撃と封鎖、地上侵
攻をやめ、軍事行動を停止するよう求めてい
ます。「ハマス」もただちに人質を釈放し、
挑発行動をやめるべきです。（2023・10・24）
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暴力の連鎖をやめ、パレスチナ問題解決の努力を！
イスラエルは、ガザへの武力侵攻をするな！
   ハマスはただちに人質を釈放し、挑発行為をやめよ !
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